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Cisco Unity Connection Release 12.x のシステム要件
このマニュアルでは、Cisco Unity Connectionバージョン 12.xシステムの要件を示しています。次のような構成になっ
ています。

ハードウェア要件

• Cisco Unity Connectionの仕様を満たすサーバ。https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/
supported_platforms/b_12xcucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』を参照してくださ
い。

サポートされていないプラットフォームにバージョン 12.xをインストールし
ようとすると、インストールプログラムの [製品展開の選択（ProductDeployment
Selection）]ウィンドウにオプションとして Unity Connectionが表示されませ
ん。メモリやプロセッサ速度などのプラットフォーム仕様を確認するには、

『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』の「Unity Connection
Supported Servers」にあるサーバごとの表を参照してください。

注意

• Unity Connection 12.xは仮想サーバにのみインストールできます。以前の Unity Connectionバージョンからアップ
グレードする場合や、Cisco UnityからUnity Connection 12.xに移行する場合は、既存のサーバを仮想マシンに置き
換える必要があります。物理サーバから仮想サーバへの移行については、『Install, Upgrade, and Maintenance Guide
for Cisco Unity Connection, Release 12.x』の「Maintaining Cisco Unity Connection Server」の章の「Migrating fromCisco
Unity 4.x and Later to Unity Connection 7.x and Later」の項を参照してください。このマニュアルは、https://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/install_upgrade/guide/b_12xcuciumg.htmlから入手できま
す。

• Unity Connectionネットワーキング、Unity Connectionクラスタ、シングルインボックスなどの機能を追加する場
合は、その機能をサポートするためにハードディスクの交換や、UnityConnectionサーバへのメモリの追加が必要
となる可能性があります。詳細については、『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』にある該当す
るサーバごとの表を参照してください。

•サポートされる仮想プラットフォームのリストは、『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』に記載
されています。

ソフトウェア要件

ここでは、次の内容について説明します。
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ソフトウェア要件：Unity Connection サーバ
Unity Connectionセットアップによって、Unity Connectionソフトウェアおよび必須のサードパーティ製ソフトウェアが
インストールされます。

ソフトウェア要件：管理者ワークステーション（Unity Connection、Unity Connection SRSV）
Unity Connectionおよび Unity Connection SRSVサーバ上のWebアプリケーションにアクセスするには、オペレーティ
ングシステムおよびWebブラウザが、インストールする Unity Connectionのバージョンと互換性がある必要がありま
す。表 1：Unity Connectionおよび Unity Connection SRSV向けの管理者ワークステーションでサポートされているオペ
レーティングシステムおよびブラウザに、サポートされているオペレーティングシステムおよびブラウザの組み合わ

せを示します。

表 1：Unity Connection および Unity Connection SRSV 向けの管理者ワークステーションでサポートされているオペレーティングシステ
ムおよびブラウザ

管理者ワークステーション上のブラウザ管理者ワークステーション上のオペレーティン

グシステム

• Mozilla Firefox

• Safari

• Chrome

Mac OS 10.12（macOS Sierra）

• Mozilla Firefox

• Safari

• Chrome

Mac OS 10.11（El Capitan）

• Mozilla Firefox

• Safari

• Chrome

Mac OS 10.10（Yosemite）

• Microsoft Internet Explorer

• Mozilla Firefox

• Chrome

Microsoft Windows 7（32ビットおよび 64ビッ
ト）

• Enterprise

• Standard

• Professional
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管理者ワークステーション上のブラウザ管理者ワークステーション上のオペレーティン

グシステム

• Microsoft Internet Explorer

• Mozilla Firefox

• Chrome

MicrosoftWindows 8.1（32ビットおよび 64ビッ
ト）

• Enterprise

• Standard

• Professional

• Microsoft Internet Explorer

• Mozilla Firefox

• Chrome

• Edge

MicrosoftWindows 10（32ビットおよび 64ビッ
ト）

• Enterprise

• Professional

Cisco Unity Connection Administration（CUCA）は、IPv4および IPv6の両方でサポートされる
ようになりました。ただし、IPv6経由で CUCAにアクセスするには、Unity Connectionプラッ
トフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。
CentOSでは、IPv6アドレスは DNSによってのみサポートされます。

（注）

サポートされているオペレーティングシステムとブラウザの詳細については、『Compatibility Matrix: Cisco Unity
Connection and the Software onUserWorkstationsGuide』を参照してください。このドキュメントは、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.htmlにあります。

表 2：Unity Connectionおよび Unity Connection SRSV向けの管理者ワークステーションでブラウザを正しく設定するた
めに必要なソフトウェアに、ブラウザを正しく設定するために必要なソフトウェアを示します。
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表 2：Unity Connection および Unity Connection SRSV 向けの管理者ワークステーションでブラウザを正しく設定するために必要なソフ
トウェア

ソフトウェア要件ブラウザ

オペレーティングシステムに応じて次のソフトウェアが必要です。

• Mac OS Xの場合：

◦ Javaランタイム環境 8。

◦ Java Embedding Plugin for Mac OS Xバージョン 0.9.5以降1

• Linuxの場合：

◦ ALSAドライババージョン 1.0.9以降

◦ Javaランタイム環境 8アップデート 79。

• Windows：

◦ Javaランタイム環境 8アップデート 79。

Firefox

Javaランタイム環境 8アップデート 79。Internet Explorer

Javaランタイム環境 8アップデート 79。

ChromeはMAC OS Xで Java 8をサポートしませ
ん。

（注）

Google Chrome

1 Java Embedding Plugin for Mac OS Xには、Firefoxバージョン 1.5.0.1以降がバンドルされています。

ソフトウェア要件：ユーザワークステーション

•ユーザワークステーション上のオペレーティングシステムおよびWebブラウザは、インストールする Unity
Connectionのバージョンと互換性がある必要があります。これにより、ユーザが Cisco Personal Communications
Assistantを使用してさまざまなUnityConnectionWebツールにアクセスできるようになります。https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.htmlでCisco Unity Connectionの互換性マ
トリックスを参照してください。

• Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlookを使用している場合、ViewMailバージョンはインストールす
る Unity Connectionのバージョンと互換性がある必要があります。

• IMAP電子メールアプリケーションを使用してUnityConnectionボイスメッセージにアクセスする場合、電子メー
ルアプリケーションはインストールする Unity Connectionのバージョンと互換性がある必要があります。
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電話システム統合の要件

Unity Connectionは、Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco Unified Communications Manager Expressと統合
することができます。

また、Cisco Unified CMの Unity Connectionとの統合では、Survivable Remote Site Telephony（SRST）モードの Cisco
UnifiedCMExpressまたはCisco IOSプラットフォームにインストールされた SRSTのリモートサイトでの使用がサポー
トされます。

Cisco Unified CMと Cisco Unified CM Expressのサポートされているバージョンについては、https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.htmlで、Cisco Unity Connectionの互換性マトリッ
クスを参照してください。

• PIMG/TIMG連動のために SIPトランクを参照することもできます。PIMG/TIMG連動については、http://
www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-installation-and-configuration-guides-list.html
で、該当する Cisco Unity Connectionインテグレーションガイドを参照してください。

Unity Connection PIMG/TIMG連動は、バージョン 6.0の SU10 for Dialogic® 1000
and 2000 Media Gatewayシリーズをサポートします。

（注）

•さらにUnityConnectionは、サポート対象の他の電話システムと統合したり、複数の電話システムと同時に統合し
たりできます。サポートされているその他の電話システムについては、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unity-connection/products-installation-and-configuration-guides-list.htmlで、該当するCisco Unity
Connectionインテグレーションガイドを参照してください。

ライセンスの要件

UnityConnectionでは、UnityConnectionのライセンスがCisco Smart SoftwareManager（CSSM）によって管理されます。
CSSMとともに Unity Connectionでサポートされるライセンスタグは次のとおりです。

• CUC_BasicMessaging：次の Unity Connection機能を使用できます。

◦ Unity Connectionメールボックスと Exchangeメールボックスの同期（シングルインボックス）

◦会議の予定表情報

◦連絡先情報の交換

◦サイト内/サイト間のネットワーキング

◦ HTTPSネットワーク

◦ VPIMネットワーキング

◦パーソナル着信転送ルール

◦ Unity Connectionメールボックスを使用しているユーザ

◦ボイスメッセージへの IMAPまたはシングルインボックスのアクセス権があるユーザ
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◦録音時間

◦電話機のインターフェイス（TUI）

◦ Mini Web Inbox

◦ Web Inbox

◦ Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook 11.5(1)以降

◦ IMAP電子メールクライアント

◦ Cisco Mobileと Cisco Unified Mobile Communicator

◦ Cisco Unified Messaging with IBM Lotus Sametime

◦表示によるボイスメール

◦ RSSリーダー

◦ Cisco Unity Connection Phone View

◦ビデオグリーティングとメッセージング

◦テナントパーティション

◦ SAMLシングルサインオン

• CUC_SpeechView：SpeechView標準文字変換サービスを使用できます。

• CUC_SpeechViewPro：SpeechView専門文字変換サービスを使用できます。

• CUC_SpeechConnectPort：Speech Connect機能および音声認識機能を使用できます。

• CUC_EnhancedMessaging：基本メッセージング機能と共にUnityConnectionSRSV機能を使用することができます。

Unified Messaging 機能を使用するための要件
Unified Messagingの要件は、次のとおりです。

ユニファイドメッセージングの要件：Unity Connection メールボックスと Exchange メー
ルボックスの同期（シングルインボックス）

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョン

◦累積アップデート 6以前の Exchange Server 2016

◦累積アップデート 17以前の Exchange Server 2013

◦ Exchange Server 2010 Service Pack 3ロールアップ 18以前

• Microsoft Business Productivity Online Suite（BPOS専用）が Unity Connectionでサポートされるようになりました。
UnityConnectionは、UnityConnectionユーザのメールボックス内のボイスメッセージとMicrosoftBusiness Productivity
Online Suite（BPOS専用）環境およびその他のサードパーティホスト型専用 Exchange環境で設定されたユーザの
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Exchangeメールボックスを同期させるように設定できます。Microsoft BPOS専用環境とのUnity Connectionの統合
に関する詳細については、『Design Guide for Cisco Unity Connection, Release 12.x』の「Cisco Unity Connection
Overview」の章を参照してください。このドキュメントは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/12x/design/guide/b_12xcucdg.htmlにあります。

• Microsoft Office 365は、Cisco Unity Connectionでサポートされています。この製品は、Microsoft社から提供される
クラウドホスト型のコラボレーションソリューションです。Microsoft Office 365を使用すると、任意の場所から
電子メールと予定表にアクセスできます。Microsoft Office 365との Unity Connectionの統合に関する詳細について
は、『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection, Release 12.x』の「Configuring Cisco Unity Connection and
Microsoft Office-365 for Unified Messaging」の章を参照してください。このドキュメントは、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/unified_messaging/b_12xcucumgx.htmlにあります。

• ExchangeサーバとActive Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバ（DC/GC）は、Microsoftが
サポートする任意のハードウェア仮想環境にインストールできます。（シスコはメッセージストアサーバやDC/GC
に対するテクニカルサポートを提供しません）。

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリアネットワークコン
フィギュレーションに格納できます。（シスコはメッセージストアサーバに対するテクニカルサポートを提供し

ません）。

• Exchangeクラスタはサポートされています。

•複数のフォレスト内のExchangeサーバにアクセスするには、フォレストごとに 1つ以上のユニファイドメッセー
ジングサービスを作成する必要があります。Unity Connectionでは、Unity Connectionサーバあたり最大で 20のユ
ニファイドメッセージングサービスをサポートします。

•各 Unity Connectionサーバのボイスメッセージポート数によって、接続パスに定常状態の輻輳がない状態で、次
の保証帯域幅が必要です。

◦各サーバに 50ボイスメッセージポートがある場合：7 Mbps

◦各サーバに 100ボイスメッセージポートがある場合：14 Mbps

◦各サーバに 150ボイスメッセージポートがある場合：21 Mbps

◦各サーバに 200ボイスメッセージポートがある場合：28 Mbps

◦各サーバに 250ボイスメッセージポートがある場合：35 Mbps

上記の帯域幅の値は、メールボックスの同期が正常に動作するためのガイドラインとして提供されています。Unity
Connectionクラスタの帯域幅要件の詳細については、UnityConnectionクラスタの要件を参照してください。ネットワー
ク輻輳、CPU使用率、メッセージサイズなどのその他の条件は、予測より遅いスループットの原因になります。上記
のガイドラインに加え、呼制御およびコール品質の要件も存在します。該当する『CiscoUnifiedCommunicationsSRND』
で推奨される帯域幅を使用して、それらの要件を計算してください。このドキュメントは、http://www.cisco.com/en/US/
solutions/ns340/ns414/ns742/ns818/landing_uc_mgr.htmlにあります。

• Unity Connectionのデフォルト設定は、最大 2000ユーザと、Unity Connectionサーバと Exchangeサーバ間での最大
80ミリ秒のラウンドトリップ遅延に十分に対応できます。2000を超えるユーザや 80ミリ秒を超える遅延に対応
する場合は、デフォルト設定を変更できます。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/12x/design/guide/b_12xcucdg.htmlで、『Design Guide for Cisco Unity ConnectionRelease 12.x』の「Single
Inbox」の章の「Latency」を参照してください。
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•ユーザは、シングルインボックスに対応したサービスクラスに割り当てられている必要があります。

•シングルインボックス用に設定されているユーザごとに、ユーザのExchangeメールボックスにアクセスするよう
に設定された電子メールクライアント。シングルインボックス機能を完全に使用するには、Microsoft Outlookを
使用し、Cisco ViewMail for Microsoft Outlookをインストールすることをお勧めします。ViewMail for Outlookは次
の作業に必要です。

◦ Outlookを使用して、セキュアな Unity Connectionボイスメッセージを確認する。

◦ Outlookを使用して、同期化されるボイスメッセージの作成、返信、または転送を行う。

Exchange内の Unity Connectionボイスメッセージにアクセスするために他の電子メールクライアントを使用すること
はできますが、ViewMail for Outlookで提供される機能は利用できません。

Outlookに対する Unity Connectionサポートの詳細については、Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlookを
使用してボイスメッセージにアクセスするための要件を参照してください。

•シングルインボックスおよびSpeechView音声テキスト変換用に設定されているユーザの場合、Exchange内のメッ
セージは変換後のテキストで更新されません。音声テキスト変換が含まれる通知メッセージを送信するように

Unity Connectionを設定できます。

•メッセージの期限およびシングルインボックスが設定されている場合、Exchange内のメッセージから .wavファ
イルは削除されません。UnityConnection内のボイスメッセージは、これまでどおりユーザのメールボックスから
削除され、ユーザに「このメッセージは期限が切れた」ことを通知する録音に置き換えられます。

シングルインボックス（SIB）ユーザの Unity Connectionメールボックスおよび Exchangeメールボックス内のボイス
メッセージの同期化は、IPv4と IPv6の両方でサポートされるようになりました。

IPv6のシングルインボックスは、Exchange 2010、Exchange 2013、Exchange 2016、および
Microsoft Office 365でのみサポートされます。

（注）

ユニファイドメッセージングの要件：SpeechView 音声テキスト変換
ボイスメッセージの音声テキスト変換を提供する SpeechView機能は、Unity Connectionでサポートされます。

• Unity Connectionで SpeechViewサービスを使用するには、Ciscoの SpeechViewまたは SpeechViewProの適切なラ
イセンスを取得する必要があります。

•ユーザは、ボイスメッセージの SpeechView音声テキスト変換に対応したサービスクラスに割り当てられている
必要があります。

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョン：

◦累積アップデート 6以前の Exchange Server 2016

◦累積アップデート 17以前の Exchange Server 2013

◦ Exchange Server 2010 Service Pack 3ロールアップ 18以前
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Microsoft Business Productivity Online Suiteはサポートされていません。

• ExchangeサーバとActive Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバ（DC/GC）は、Microsoftが
サポートする任意のハードウェア仮想環境にインストールできます。（シスコはメッセージストアサーバやDC/GC
に対するテクニカルサポートを提供しません）。

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリアネットワークコン
フィギュレーションに格納できます。（シスコはメッセージストアサーバに対するテクニカルサポートを提供し

ません）。

• Exchangeクラスタはサポートされています。

•複数のフォレスト内のExchangeサーバにアクセスするには、フォレストごとに 1つ以上のユニファイドメッセー
ジングサービスを作成する必要があります。

スマートホストを介してサードパーティ音声テキスト変換サービスにメッセージを送信するに

は、Unity Connectionサーバを構成する必要があります。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/administration/guide/b_12xcucsag.html
から入手可能な『SystemAdministrationGuide forCiscoUnityConnectionRelease 12.x』の「SpeechView」
の章を参照してください。

（注）

Unity Connectionの要件については、SpeechView音声テキスト変換を使用するための要件を参照してください。

ユニファイドメッセージングの要件：テキスト/スピーチを使用した Exchange 電子メー
ルメッセージへのアクセス

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョン：

◦累積アップデート 6以前の Exchange Server 2016

◦累積アップデート 17以前の Exchange Server 2013

◦ Exchange Server 2010 Service Pack 3ロールアップ 18以前

Microsoft Business Productivity Online Suiteはサポートされていません。

Unity Connectionを使用して設定されたMicrosoft Office 365の電子メールがサポートされています。

• ExchangeサーバとActive Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバ（DC/GC）は、Microsoftが
サポートする任意のハードウェア仮想環境にインストールできます。（シスコはメッセージストアサーバやDC/GC
に対するテクニカルサポートを提供しません）。

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリアネットワークコン
フィギュレーションに格納できます。（シスコはメッセージストアサーバに対するテクニカルサポートを提供し

ません）。

• Exchangeクラスタはサポートされています。
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•複数のフォレスト内のExchangeサーバにアクセスするには、フォレストごとに 1つ以上のユニファイドメッセー
ジングサービスを作成する必要があります。

テキスト/スピーチ機能は、Exchange 2016、2013、2010において IPv4と IPv6
の両方でサポートされます。ただし、IPv6経由で音声テキスト変換されたテ
キストにアクセスするには、Unity Connectionプラットフォームがデュアル
（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

Unity Connectionの要件については、テキスト/スピーチを使用して Exchange電子メールメッセージにアクセスするた
めの要件, （18ページ）を参照してください。

ユニファイドメッセージングの要件：会議の予定表情報へのアクセス

Unity Connectionは、予定表情報用のサポートされているアプリケーションと統合されます。

• Exchange予定表にアクセスするときに、Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされ
ているバージョン：

◦累積アップデート 6以前の Exchange Server 2016

◦累積アップデート 17以前の Exchange Server 2013

◦ Exchange Server 2010 Service Pack 3ロールアップ 18以前

Microsoft Business Productivity Online Suiteはサポートされていません。

Unity Connectionを使用して設定されたMicrosoft Office 365の予定表がサポートされています。

• ExchangeサーバとActive Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバ（DC/GC）は、Microsoftが
サポートする任意のハードウェア仮想環境にインストールできます。（シスコはメッセージストアサーバやDC/GC
に対するテクニカルサポートを提供しません）。

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリアネットワークコン
フィギュレーションに格納できます。（シスコはメッセージストアサーバに対するテクニカルサポートを提供し

ません）。

• Exchangeクラスタはサポートされています。

•複数のフォレスト内のExchangeサーバにアクセスするには、フォレストごとに 1つ以上のユニファイドメッセー
ジングサービスを作成する必要があります。

予定表へのアクセスは、Exchange 2016、2013、2010において IPv4と IPv6の
両方でサポートされます。ただし、IPv6経由で予定表にアクセスするには、
Unity Connectionプラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定され
ている必要があります。

（注）
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Unity Connectionの要件については、会議の予定表情報にアクセスするための要件, （19ページ）を参照してくださ
い。

ユニファイドメッセージングの要件：Exchange 連絡先情報へのアクセス
Exchange連絡先はUnity Connectionにインポートできるため、ユーザは音声コマンドを使用して発信コールを行い、連
絡先情報に基づいてパーソナル着信転送ルールを作成できます。

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョン：

◦累積アップデート 6以前の Exchange Server 2016

◦累積アップデート 17以前の Exchange Server 2013

◦ Exchange Server 2010 Service Pack 3ロールアップ 18以前

Microsoft Business Productivity Online Suiteはサポートされていません。

• ExchangeサーバとActive Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバ（DC/GC）は、Microsoftが
サポートする任意のハードウェア仮想環境にインストールできます。（シスコはメッセージストアサーバやDC/GC
に対するテクニカルサポートを提供しません）。

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリアネットワークコン
フィギュレーションに格納できます。（シスコはメッセージストアサーバに対するテクニカルサポートを提供し

ません）。

• Exchangeクラスタはサポートされています。

•複数のフォレスト内のExchangeサーバにアクセスするには、フォレストごとに 1つ以上のユニファイドメッセー
ジングサービスを作成する必要があります。

• Unity Connectionを使用して設定されたMicrosoft Office 365の連絡先がサポートされています。

連絡先へのアクセスは、Exchange 2016、2013、2010において IPv4と IPv6の
両方でサポートされます。ただし、IPv6経由で連絡先にアクセスするには、
Unity Connectionプラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定され
ている必要があります。

（注）

Unity Connectionの要件については、Exchange連絡先情報にアクセスするための要件, （20ページ）を参照してくださ
い。

ビデオメッセージングを使用するための要件

• Unity Connectionは、Cisco MediaSenseプライマリノードのサポートされているバージョンと統合する必要があり
ます。Cisco MediaSenseクラスタはサポートされません。
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• Unity Connectionユーザには、ビデオパラメータが有効になっているサービスクラスを割り当てる必要がありま
す。

• Unity Connectionでは IPv4モードだけで設定されます。

• Unity Connectionはビデオ通話で以下のコーデックをサポートします。

◦ H.264ビデオコーデック

◦ G.711ulawオーディオコーデック

•ビデオメッセージングとビデオグリーティングは、Cisco Unified Communications Managerとの SIP統合経由での
みサポートされます。

•プライマリ DNSサーバで 500ミリ秒以上の応答遅延がないようにする必要があります。

• MediaSenseサーバは、ラウンドトリップ時間（RTT）の遅延が 10ms未満の 1Gbpsサーバ間接続を使用してUnity
Connectionサーバと同じ場所に配置する必要があります。

音声認識機能を使用するための要件

• Cisco Smart Software Manager（CSSM）の必須ライセンスが必要です。

•ユーザは、音声認識に対応したサービスクラスに割り当てられている必要があります。

• G729aを除くサポートされているどの音声コーデックでもコールをUnity Connectionに送信するように電話システ
ムを設定する必要があります。音声認識機能では、G.729a音声コーデックはサポートされません。

リモートメッセージモニタは、すべてのエンドポイント（着信、Unity、お
よび発信）で同じコーデックが使用されている場合にのみサポートされます。

（注）

SpeechView 音声テキスト変換を使用するための要件
ボイスメッセージの音声テキスト変換を提供する SpeechView機能は、Unity Connectionでサポートされます。

• SpeechViewサービスを使用するには、Cisco Smart Software Managerの必須ライセンスが必要です。

•ユーザは、ボイスメッセージの SpeechView音声テキスト変換に対応したサービスクラスに割り当てられている
必要があります。

Unity Connection SpeechView音声テキスト変換の要件については、次を参照してください。ユニファイドメッセージ
ングの要件：SpeechView音声テキスト変換, （9ページ）
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Cisco PCA 経由で Unity Connection Web ツールにアクセスするための要
件

Messaging Assistant Webツール

•ユーザは、Messaging Assistantに対応したサービスクラスに割り当てられている必要があります。

•ユーザワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびWebブラウザ。https://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.htmlでCiscoUnity Connection
の互換性マトリックスを参照してください。

Web Inbox Webツール

•ユーザは、Web Inboxおよび RSSフィードに対応したサービスクラスに割り当てられている必要があります。

•ユーザワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびWebブラウザ。https://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.htmlでCiscoUnity Connection
の互換性マトリックスを参照してください。

パーソナル着信転送ルール Web ツール

• Unity Connectionは、Cisco Unified Communications Manager電話システムのサポートされているバージョンと統合
する必要があります。（Cisco Unified Communications Manager Expressはサポートされません）。

•ユーザは、パーソナル着信転送ルールWebツールに対応したサービスクラスに割り当てられている必要がありま
す。

•ユーザワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびWebブラウザ。https://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.htmlでCiscoUnity Connection
の互換性マトリックスを参照してください。

Cisco Personal Communications Assistant（CPCA）は、IPv4および IPv6の両方
でサポートされるようになりました。ただし、IPv6経由で Cisco PCAにアク
セスするには、UnityConnectionプラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モー
ドで設定されている必要があります。

（注）

Web Inbox を使用してボイスメッセージにアクセスするための要件
•ユーザは、Web Inboxおよび RSSフィードに対応したサービスクラスに割り当てられている必要があります。

•ユーザワークステーションに Adobe Flash Playerバージョン 17以降。

•ユーザワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびWebブラウザ。https://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.htmlでCiscoUnity Connection
の互換性マトリックスを参照してください。
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Web Inboxは、IPv4および IPv6の両方でサポートされるようになりました。
ただし、IPv6経由でWeb Inboxにアクセスするには、Unity Connectionプラッ
トフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

注意：

Internet Explorerは、Web Inboxを使用したボイスメッセージの再生機能に対応していません。

Mini Web Inbox を使用してボイスメッセージにアクセスするための要
件

•電子メール経由で通知にアクセスし、Mini Web Inbox経由でボイスメッセージにアクセスするには、認証局の信
頼できる証明書がユーザワークステーション上の信頼できるルートストアに追加されていることを確認します。

CiscoUnityConnectionでの信頼できる証明書の設定方法の詳細については、『SecurityGuide forCiscoUnityConnection,
Release 12.x』の「Using SSL to Secure Client/Server Connections」の章の「Securing Unity Connection Administration,
Cisco PCA, Unity Connection SRSV, and IMAP Client Access to Unity Connection」を参照してください。このドキュメ
ントは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/security/b_12xcucsecx.htmlから入手可能
です。

•ユーザワークステーション上で、HTML通知の設定手順を実行します。HTML通知の設定方法の詳細について
は、『UserWorkstation Setup Guide for Cisco Unity Connection, Release 12.x』の「Configuring an Email Account to Access
Cisco Unity Connection Voice Messages」の章の「Configuring Unity Connection for HTML Based Message Notification」
を参照してください。このドキュメントは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/
user_setup/guide/b_12xcucuwsx.htmlから入手可能です。

•ユーザワークステーション上で、Mini Web Inboxの設定手順を実行します。Mini Web Inboxの設定方法の詳細に
ついては、『User Workstation Setup Guide for Cisco Unity Connection, Release 12.x』の「Configuring an Email Account
to Access Cisco Unity Connection Voice Messages」の章の「Configuring Unity Connection for Mini Web Inbox」を参照
してください。このドキュメントは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/user_setup/
guide/b_12xcucuwsx.htmlから入手可能です。

•コンピュータでの音声の再生

◦ Mozilla Firefoxは、HTML 5 Audio（.wav形式）を使用してMini Web Inboxのボイスメッセージを再生しま
す。

•コンピュータでの音声の録音

◦ Microsoft Internet ExplorerおよびMozilla Firefoxには Adobe Flash Playerが必要です。

注意：

• MACOS：MACOSでの録音は、電話での録音および再生機能によってのみサポートされます。コンピュータベー
スの録音はサポートされていません。
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ユーザワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびWebブラウザについては、https://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.htmlで Cisco Unity Connection
の互換性マトリックスを参照してください。

MiniWeb Inboxは、IPv4および IPv6の両方でサポートされます。ただし、IPv6経由でMiniWeb
Inboxにアクセスするには、UnityConnectionプラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モード
で設定されている必要があります。

（注）

Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook を使用してボイス
メッセージにアクセスするための要件

• IMAPユーザのみ：ユーザは、IMAPクライアントを使用してボイスメッセージにアクセスできるサービスクラ
スに割り当てられている必要があります。

• IMAPユーザのみ：ユーザは、Outlookの電子メールアカウントを保有し、そのアカウントで Unity Connectionボ
イスメッセージにアクセスできるように設定する必要があります。

•シングルインボックスユーザのみ：ユーザは、Outlookの Exchange電子メールアカウントを保有し、そのアカウ
ントが Exchange電子メールボックスを指している必要があります。

•ユーザワークステーション上のOutlookバージョンおよびオペレーティングシステムとともに使用できるViewMail
for Outlookバージョン。IMAP電子メールクライアントを使用してUnity Connectionボイスメッセージにアクセス
するための要件, （17ページ）を参照してください。

ワークステーションおよびその他のソフトウェア関連の要件、ならびにインストールおよびアップグレード情報につい

ては、http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_release_notes_list.htmlで、『Release Notes for Cisco ViewMail for
Microsoft Outlook』を参照してください。

Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook 11.5(1)以降で、シングルサインオン機能がサポートされるように
なりました。詳細については、『Release Notes for Cisco ViewMail for Microsoft Outlook Release 8.6(5)』の「Support For
Single Sign-On in ViewMail for Outlook(VMO)」を参照してください。このドキュメントは、http://www.cisco.com/en/US/
docs/voice_ip_comm/connection/vmo/release/notes/865cucvmorn.htmlから入手できます。

Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook（VMO）11.5(1)は、IPv4および IPv6の両
方でサポートされています。IPv6での VMO 11.5(1)のサポートの詳細については、http://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/vmo/release/notes/b_1151cucvmorn.htmlで
『Release Notes for Cisco ViewMail for Microsoft Outlook Release 11.5(1)』を参照してください。

（注）
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IMAP 電子メールクライアントを使用して Unity Connection ボイスメッ
セージにアクセスするための要件

•ユーザは、IMAPクライアントを使用してボイスメッセージにアクセスできるサービスクラスに割り当てられて
いる必要があります。

•ユーザワークステーションでサポートされている IMAP電子メールクライアント。https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.htmlでCisco Unity Connectionの互換性マトリッ
クスを参照してください。

•ユーザワークステーション上のサウンドカード、スピーカー、およびメディアプレーヤー。

IMAPクライアントを使用した Unity Connectionボイスメッセージへのアクセ
スは、IPv4および IPv6の両方でサポートされるようになりました。ただし、
IPv6で IMAPクライアントを使用してボイスメッセージにアクセスするには、
Unity Connectionプラットフォームをデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定する
必要があります。

（注）

Cisco Jabber にアクセスするための要件
Unity Connectionは、以下のクライアントの Cisco Jabber 11.8以降をサポートします。

• Windows 10

• Mac OS X 10.12（macOS Sierra）

• iPad

各オペレーティングシステムでの Cisco Jabberの詳細については、次のURLにあるWindowsのリリースノートを参照
してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/jabber/Windows/9_7/JABW_BK_CF8F083D_00_
cisco-jabber-for-windows-97.html

Macintoshについては、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/jabber/mac/9-2_x/JABM_BK_R745EF89_00_
release-information.htmlのリリースノートを参照してください。

ビジュアルボイスメールを使用して Unity Connection ボイスメッセー
ジにアクセスするための要件

ここでは、次の内容について説明します。

•サポートされている Cisco Unified IP Phoneモデル（『Release Notes for Visual Voicemail』の「System Requirements」
の「Cisco Unified IP Phone Requirements」の項を参照してください）。
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サーバおよび電話機のファームウェア要件と、ビジュアルボイスメールの使用に関するその他の情報については、http:/
/www.cisco.com/en/US/products/ps9929/prod_release_notes_list.htmlで該当する Visual Voicemailのリリースノートを参照
してください。

RSS リーダーを使用して Unity Connection ボイスメッセージにアクセ
スするための要件

•ユーザは、Messaging Inboxおよび RSSフィードに対応したサービスクラスに割り当てられている必要がありま
す。

•ユーザワークステーション上のサウンドカード、スピーカー、およびメディアプレーヤー。

RSSフィードは、IPv4および IPv6の両方でサポートされるようになりまし
た。ただし、IPv6で RSSフィードにアクセスするには、Unity Connectionプ
ラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があり
ます。

（注）

テキスト/スピーチを使用して Exchange 電子メールメッセージにアク
セスするための要件

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョン：

◦累積アップデート 6以前の Exchange Server 2016

◦累積アップデート 17以前の Exchange Server 2013

◦ Exchange Server 2010 Service Pack 3ロールアップ 18以前

•サポートされているWindowsドメイン設定内の Exchange Server。表 3：サポートされている Exchangeおよび
Windowsドメイン設定に、サポートされている設定を示します。

表 3：サポートされている Exchange および Windows ドメイン設定

サポートされている Windows ドメイン設定Exchange 設定

• Exchange Serverは、Windows Server 2008または 2012のドメインコント
ローラ/グローバルカタログサーバです。

• Exchange Serverは、Windows Server 2008または 2012のメンバサーバで
す。

Exchange Server 2016を実行してい
る 1台のサーバ
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サポートされている Windows ドメイン設定Exchange 設定

• Exchange Serverは、Windows Server 2008または 2012のドメインコント
ローラ/グローバルカタログサーバです。

• Exchange Serverは、Windows Server 2008または 2012のメンバサーバで
す。

Exchange Server 2013を実行してい
る 1台のサーバ

• Exchange Serverは、Windows Server 2003 SP2、2008または 2012のドメ
インコントローラ/グローバルカタログサーバです。

• Exchange Serverは、Windows Server 2003 SP2、2008または 2012のメン
バサーバです。

Exchange Server 2010を実行してい
る 1台のサーバ

• Unity Connectionサーバと Exchange Serverは、同じローカルエリアネットワーク上に存在する必要があります。

Unity Connectionの要件については、ユニファイドメッセージングの要件：テキスト/スピーチを使用した Exchange電
子メールメッセージへのアクセス, （10ページ）を参照してください。

Exchange 2010、2013、および 2016を使用したテキスト/スピーチが IPv4と IPv6の両方でサ
ポートされるようになりました。ただし、IPv6経由でテキスト/スピーチにアクセスするには、
Unity Connectionプラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があ
ります。

（注）

会議の予定表情報にアクセスするための要件

Unity Connectionは、予定表情報用のサポートされているアプリケーションと統合されます。

•累積アップデート 6以前の Exchange Server 2016

•累積アップデート 17以前の Exchange Server 2013

• Exchange Server 2010 Service Pack 3ロールアップ 18以前

Unity Connectionの要件については、ユニファイドメッセージングの要件：会議の予定表情報へのアクセスを参照して
ください。

予定表へのアクセスは、Exchange 2016、2013、2010において IPv4と IPv6の両方でサポート
されます。ただし、IPv6経由で予定表にアクセスするには、Unity Connectionプラットフォー
ムがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）
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Exchange 連絡先情報にアクセスするための要件
Exchange連絡先はUnity Connectionにインポートできるため、ユーザは音声コマンドを使用して発信コールを行い、連
絡先情報に基づいてパーソナル着信転送ルールを作成できます。

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョンが必要です。

◦累積アップデート 3以前の Exchange Server 2016

◦累積アップデート 17以前の Exchange Server 2013

◦ Exchange Server 2010 Service Pack 3ロールアップ 18以前

Unity Connection 12.xの要件については、ユニファイドメッセージングの要件：Exchange連絡先情報へのアクセス, （
12ページ）を参照してください。

連絡先へのアクセスは、Exchange 2016、2013、2010において IPv4と IPv6の両方でサポート
されます。ただし、IPv6経由で連絡先にアクセスするには、Unity Connectionプラットフォー
ムがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

Unity Connection Phone View の要件
• Unity Connectionは、Cisco Unified Communications Manager電話システムのサポートされているバージョンに統合
されました。サポートされているバージョンについては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.htmlで、統合タイプ別のCiscoUnity Connectionの互換性マトリックス
を参照してください。

•サポートされているCisco Unified IP Phoneモデル（サポートされているCisco Unified CommunicationsManagerバー
ジョンのファームウェアがインストールされているモデル）。次の IP Phoneモデルがサポートされています：
8945、9951、8941、8845、8865、EX90、DX70。

URI ダイヤリングの要件
• Unity Connectionは、Cisco Unified Communications Managerの URIダイヤリングがサポートされているバージョン
と統合する必要があります。

• Unity Connectionは、Cisco Unified Communications Managerで SIP統合を介した URIダイヤリングをサポートしま
す。

• URIを介して直接ダイヤルするために、Cisco Unified Presence Serverおよび CUCMを使用して、URIでサポート
される IP電話（89xxまたは 99xxシリーズ）または Jabberを設定します。
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LDAP ディレクトリとの統合の要件
• Unity Connectionはサポートされている LDAPディレクトリと統合しました。表 5に、サポートされるディレクト
リとそれらがサポートされている Unity Connectionバージョンを示します。
表の最後の列には、Unity Connectionが同期および認証のためアクセスするLDAPディレクトリサーバが利用でき
なくなった場合に LDAPディレクトリによって指定した追加の LDAPディレクトリサーバがサポートされるかが
示されています。

表 4：LDAP ディレクトリの同期および認証サポート

冗長ディレクトリサーバのサポートサポートされる LDAP ディレクトリ

○Microsoft Active Directory 2012 Lightweight Directory
Services

○Microsoft Active Directory 2012および Active Directory
2012 R2

○Microsoft Active Directory 2008および Active Directory
2008 R2

○Microsoft Active Directory 2008 Lightweight Directory
Services

○Microsoft Active Directory 2003

○Microsoft Active Directory Application Mode（Windows
Server 2003およびWindows XP Professional）

○OpenLDAP 2.3.39および 2.4

○他の LDAPv3対応ディレクトリ

○Sun iPlanetまたは他の OpenLDAPディレクトリサーバ

×Sun ONE Directory Server 5.2以降

• Active Directoryを使用する場合、単一の Unity Connectionサーバを複数のユーザサーチベースと統合できます。
ただし、この場合すべてのユーザサーチベースが同じActiveDirectoryフォレスト内に存在する必要があります。
Unity Connectionを 1つ以上のフォレストと統合するには、フォレストそれぞれにデジタルでネットワーク化され
た Unity Connectionサーバをインストールしてください。

• Unity ConnectionをMicrosoft ActiveDirectory 2008 Lightweight Directory Services用に設定している場合は、CiscoUnity
ConnectionAdministrationで [Microsoft ActiveDirectoryアプリケーションモード（Microsoft ActiveDirectoryApplication
Mode）]オプションを選択してください。

• Unity ConnectionをNovell e-Directory Services用に設定している場合は、[CiscoUnity Connectionの管理（CiscoUnity
Connection Administration）]で [Sun iPlanetまたは他の OpenLDAPディレクトリサーバアプリケーションモード
（Sun iPlanet or other OpenLDAP directory server Application Mode）]オプションを選択してください。
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• Sun iPlanetまたは SunONEディレクトリサーバを使用している場合、単一のUnity Connectionサーバを複数のユー
ザサーチベースと統合できます。ただし、この場合すべてのユーザサーチベースが同じツリー内に存在する必

要があります。Unity Connectionを 1つ以上のツリーと統合するには、ツリーそれぞれにデジタルでネットワーク
化された Unity Connectionサーバをインストールしてください。

Unity Connection クラスタの要件
システムが Unity Connectionクラスタ用に設定されている場合は、要件が次のシナリオでどのように変わるかを検討し
てください。

両方のサーバが同じ建物またはサイトに設置されている場合のクラスタの要件

•いずれのサーバも https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_12xcucspl.html
にある『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』の仕様を満たしている必要があります。

• 2つの仮想マシンが含まれているクラスタでは、この両方のマシンが同一の仮想プラットフォームオーバーレイ
に属している必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバが同じ場所に配置されている必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバが同一のローカルエリアネットワークに配置されている必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバが 100 Mbps以上のネットワークへの Unity Connectionを備えている必要がありま
す。

•最大往復遅延は、5 ms以下でなければなりません。

•ネットワークでは、UnityConnectionサーバへの接続に次のロードバランシング技術が使用されている必要があり
ます。

◦ Unity Connectionサーバには、パブリッシャサーバと共通の DNS名が最初に割り当てられます。

◦ユーザクライアントセッションと管理者セッションはすべて、パブリッシャサーバに接続します。パブリッ
シャサーバが機能しなくなった場合、ユーザクライアントセッションと管理者セッションは、サブスクラ

イバサーバに接続する必要があります。

◦電話システムは、着信コールをサブスクライバサーバへ転送するよう試みる必要があります。コールの応答
に利用できるボイスメッセージングポートがサブスクライバサーバにない場合、電話システムはコールを

パブリッシャサーバに転送する必要があります。

• Unity Connectionサーバはファイアウォールで分離されないようにする必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバで、インストールされているソフトウェアおよびエンジニアリングスペシャルの
バージョンが同一である必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバで、同じ機能と構成が有効である必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバは、同一の電話システムに接続する必要があります。
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• Unity Connectionサーバそれぞれに 2枚の NICがある場合、各 Unity Connectionサーバの 2枚の NICは、1つの IP
アドレスによって耐障害性の設定にする必要があります。または、いずれかの NICを 1枚無効にする必要があり
ます。ネットワークのロードバランシングのために 2枚の NICに別々の IPアドレスを設定することは、サポー
トされていません。

•以前のバージョンの Unity Connectionでサポートされていたサーバの一部では、メモリアップグレードが必要で
す。ご使用のサーバでメモリアップグレードが必要かどうかを確認するには、『CiscoUnityConnection12.xSupported
Platforms List』で該当するサーバごとの表を参照してください。

サーバが異なる建物またはサイトにある場合のクラスタの要件

•いずれのサーバも https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_12xcucspl.html
にある『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』の仕様を満たしている必要があります。

• 2つの仮想マシンが含まれているクラスタでは、この両方のマシンが同一の仮想プラットフォームオーバーレイ
に属している必要があります。

•各 Unity Connectionサーバのボイスメッセージポート数によって、接続パスに定常状態の輻輳がない状態で、次
の保証帯域幅が必要です。

◦各サーバに 50ボイスメッセージポートがある場合：7 Mbps

◦各サーバに 100ボイスメッセージポートがある場合：14 Mbps

◦各サーバに 150ボイスメッセージポートがある場合：21 Mbps

◦各サーバに 200ボイスメッセージポートがある場合：28 Mbps

◦各サーバに 250ボイスメッセージポートがある場合：35 Mbps

上記の帯域幅の値は、2台のサーバ間の同期トラフィックにおけるアクティブ-アクティブク
ラスタが正常に動作するためのガイドラインとして提供されています。ネットワーク輻輳、

CPU使用率、メッセージサイズなどのその他の条件は、予測より遅いスループットの原因に
なります。上記のガイドラインに加え、呼制御およびコール品質の要件も存在します。該当す

る『Cisco Unified Communications SRND』で推奨される帯域幅を使用して、それらの要件を計
算してください。このドキュメントは、http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise/
unified-communication-system/index.htmlにあります。

（注）

•パブリッシャとサブスクライバの両方がコールを使用する場合、最大ラウンドトリップ遅延は 100 ms以下である
必要があります。パブリッシャのみが通話を受けている場合、サブスクライバはアイドルですが、パブリッシャ

をレプリケートしており、最大ラウンドトリップ遅延は 150 ms以下である必要があります。

•ネットワークでは、UnityConnectionサーバへの接続に次のロードバランシング技術が使用されている必要があり
ます。

◦ Unity Connectionサーバには、パブリッシャサーバと共通の DNS名が最初に割り当てられます。

23

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_12xcucspl.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_12xcucspl.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_12xcucspl.html
http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise/unified-communication-system/index.html
http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise/unified-communication-system/index.html


◦ユーザクライアントセッションと管理者セッションはすべて、パブリッシャサーバに接続します。パブリッ
シャサーバが機能しなくなった場合、ユーザクライアントセッションと管理者セッションは、サブスクラ

イバサーバに接続する必要があります。

◦電話システムは、着信コールをサブスクライバサーバへ転送するよう試みる必要があります。コールの応答
に利用できるボイスメッセージングポートがサブスクライバサーバにない場合、電話システムはコールを

パブリッシャサーバに転送する必要があります。

•ファイアウォールの TCPポートと UDPポートは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
12x/security/b_12xcucsecx.htmlにある『Security Guide for Cisco Unity Connection, Release 12.x』の「IP Communications
Required by Cisco Unity connection」の章に記載されているリストに従って開く必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバで、インストールされているソフトウェアおよびエンジニアリングスペシャルの
バージョンが同一である必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバで、同じ機能と構成が有効である必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバに、同一のタイムゾーンを設定する必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバは、同一の電話システムに接続する必要があります。

• Unity Connectionサーバそれぞれに 2枚の NICがある場合、各 Unity Connectionサーバの 2枚の NICは、1つの IP
アドレスによって耐障害性の設定にする必要があります。または、いずれかの NICを 1枚無効にする必要があり
ます。ネットワークのロードバランシングのために 2枚の NICに別々の IPアドレスを設定することは、サポー
トされていません。

•以前のバージョンの Unity Connectionでサポートされていたサーバの一部では、メモリのアップグレードまたは
ハードディスクの交換が必要です。ご使用のサーバでメモリのアップグレードやハードディスクの交換が必要か

どうかを確認するには、『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』で該当するサーバごとの表を参照
してください。

Unity Connection ネットワーキングの要件
サイト内ネットワーキングを介して Unity Connectionサーバを結合し、シングルサイト（デジタルネットワーク）を
形成できます。サイトごとに最大 10の Unity Connectionサーバまたはクラスタを追加できます。さらに、同じディレ
クトリ情報を共有する、合計最大 20までの Unity Connectionサーバのサイト間ネットワーキングを通して 2つの Unity
Connectionサイトをリンクできます。

あるいは、サイト間ネットワーキングを使用して、最大 10のサーバがある単一の Unity Connectionサイトを単一の
Cisco Unityサーバまたはデジタルネットワークとリンクできます。（Unity Connectionクラスタでは、パブリッシャ
サーバのみがネットワークに参加するため、各サイトの 10という制限に対して、クラスタは単一サーバとしてカウン
トされます）。

HTTPSネットワーキングを使用して、シングルサイトネットワーク内の最大 25のUnity Connectionサーバまたはクラ
スタをリンクできます。これは HTTPS Unity Connectionネットワークと呼ばれます。
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サイト内ネットワーキングの要件

サイト内ネットワーキングでは SMTPを使用してUnity Connectionサーバ間でのディレクトリの同期およびメッセージ
ネットワーキングを提供します。

Unity Connectionバージョン 8.x、9.x、10.x、11.x、12.xのサーバは、各 7.xサーバが『SystemRequirements for CiscoUnity
Connection Release 8.x』の該当する要件をすべて満たしている限り、同じサイト内に共存できます。このドキュメント
は、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/8x/requirements/8xcucsysreqs.htmlにあります。

サイト内ネットワーキングの要件は次のとおりです。

•サイトのバージョン 12.xサーバはそれぞれ、このマニュアルの該当する要件をすべて満たしている必要がありま
す。

•サイトの各サーバは、サイトの他のサーバに TCP/IPポート 25（SMTP）経由で直接アクセスできるか、サーバ間
を SMTPメッセージが SMTPスマートホスト経由でルーティングする必要があります。

•サイトに Unity Connectionクラスタが 1つ以上ある場合、パブリッシャおよびサブスクライバサーバのクラスタ
の SMTPドメインの両方を解決するためにスマートホストを利用できるようにして、パブリッシャサーバがダウ
ンした場合にメッセージトラフィックがクラスタサブスクライバサーバに到達できるようにする必要がありま

す。

•ネットワーク化された Unity Connectionサーバによって作成された仮想ディレクトリは、Unity Connectionのディ
レクトリオブジェクトの制限の表 7に記載されたオブジェクトの最大数を超えないようにする必要があります。

SAML SSO機能で、サイト内ネットワーキングのすべてのノードにアクセス
できるわけではありません。ローカルの管理者だけがUnity Connectionのサイ
ト内ネットワーキングを構成できます。

（注）

サイト間ネットワーキングの要件

サイト間ネットワーキングを使用して、UnityConnectionサイトと別のUnityConnectionサイトをリンクできます。ある
いは、これを使用して Unity Connectionサイトを Cisco Unityサーバまたは Cisco Unityデジタルネットワークにリンク
できます。リンクされたサイトは Cisco Voicemail Organizationと呼ばれます。サイト間リンクを作成するには、サイト
それぞれで相互のゲートウェイとして機能する単一のロケーションを選択します。ゲートウェイでは HTTPまたは
HTTPSを使用してディレクトリ同期情報が交換されます。ボイスメッセージは SMTPを使用してサイト間で交換され
ます。

サイト間ネットワーキングの要件は次のとおりです。

• Cisco Voicemail Organizationの Unity Connectionサーバまたはクラスタはバージョン 12.xで、このマニュアルに記
載された該当する要件を満たす必要があります。

•すべてのUnityConnectionサイトが「サイト内ネットワーキングの要件」に記載された要件を満たす必要がありま
す。

• Unity Connectionサイトのゲートウェイでは、SMTPメッセージをリモートサイトゲートウェイに（2つの Unity
Connectionサイトがリンクされている場合）、またはMicrosoft Exchangeの相互運用ゲートウェイへの配信の場合
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Microsoft Exchange組織に（Unity Connectionサイトが Cisco Unityサイトにリンクされている場合）ルーティング
できる必要があります。このルーティングは TCP/IPポート 25または SMTPスマートホスト経由で直接実行でき
ます。

•サイトゲートウェイは IPアドレスに対応しており、ポート 80の HTTPまたはポート 443の HTTPSを使用して相
互にルーティングできる必要があります。

仮想サーバおよび追加する必要のあるメモリの仕様の詳細は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/12x/supported_platforms/b_12xcucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』を参照
してください。

•ネットワーク化されたサイトによって作成された仮想ディレクトリは、UnityConnectionのディレクトリオブジェ
クトの制限の表 7に記載されたオブジェクトの合計最大数を超えないようにする必要があります。

•サイト間ネットワーキングは最大2つのサイトまでリンクするのに使用されます（サイトあたり、1つ以上のサイ
ト間リンクの追加はサポートされません）。

SAMLSSO機能で、サイト間ネットワーキングのすべてのノードにアクセスできるわけではあ
りません。ローカルの管理者だけが Unity Connectionのサイト間ネットワーキングを構成でき
ます。

（注）

HTTPS ネットワーキングの要件
ハブスポークトポロジに基づいて強固に接続されたネットワークを構成するには、1つ以上の Unity Connectionサーバ
またはクラスタにリンクするために HTTPSネットワーキングを使用できます。ネットワークで相互に結合されるサー
バは、ロケーションと呼ばれます（Unity Connectionクラスタはネットワーク内の 1つのロケーションとして数えられ
ます）。ネットワーク内で、各ロケーションはディレクトリ情報のやり取りに HTTPまたは HTTPSを、またボイス
メッセージのやり取りに SMTPを使用します。

HTTPSネットワーキングの要件は次のとおりです。

• HTTPSネットワークの Unity Connectionサーバまたはクラスタはバージョン 10.x以降で、このマニュアルに記載
された該当する要件を満たす必要があります。

•ネットワーク内の各サーバは IPアドレスに対応しており、ポート 8081でHTTP、またはポート 8444でHTTPSを
使用してディレクトリ情報を交換可能である必要があります。

•ネットワーク内のサーバはネットワーク内の他のサーバに、TCP/IPポート 25または SMTPスマートホストを通
して直接 SMTPメッセージをルーティング可能である必要があります。

•ネットワークに 1つ以上の Unity Connectionクラスタが含まれる場合、パブリッシャとサブスクライバサーバの
両方にクラスタの SMTPドメインを解決するためにスマートホストを使用可能である必要があります。これによ
り、パブリッシャサーバがダウンした場合にメッセージトラフィックをサブスクライバサーバに迂回することが

できます。

•ネットワーク化された Unity Connectionサーバによって作成された仮想ディレクトリは、Unity Connectionのディ
レクトリオブジェクトの制限の表 6：HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限と
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表 7：HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限に記載されたオブジェクトの最大
数を超えないようにする必要があります。

• HTTPSネットワーキングは最大 25の Unity Connectionロケーションをリンクするために使用できます。

• HTTPSネットワーキングはシングルサイトネットワークのみをサポートします。（ネットワーク内の複数のUnity
Connectionサイトの接続はサポートされません。）

• HTTPSネットワーキング、サイト内またはサイト間ネットワーキングではサポートされていません。

HTTPSネットワーキングは、Cisco Business Editionバージョン 3000での使用
はサポートされていません。HTTPSネットワーキングを使用する前に、サイ
ト内またはサイト間ネットワーキングでディレクトリレプリケーションが適

切に行われることを確認してください。また、Unity Connectionサーバはトポ
ロジおよびディレクトリのサイズによって適切な OVAを使用する必要があり
ます。

（注）

SAML SSO機能で、HTTPSネットワーキングのすべてのノードにアクセスで
きるわけではありません。ローカルの管理者だけがUnityConnectionのHTTPS
ネットワーキングを構成できます。

（注）

Security Assertion Markup Language（SAML）シングルサインオン（SAML
SSO）の使用の要件
SAMLSSOにより、ユーザは以下のUnified Communication製品上のUnity ConnectionサブスクライバWebインターフェ
イスおよび管理Webアプリケーションにわたるシングルサインオンアクセスが可能になります。

• Cisco Unity Connection

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified IM/Presence

• Cisco Unified Communications OS Administration

• Disaster Recovery System

SAML SSO経由のWebアプリケーションページへのアクセスの詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/quick_start/guide/b_12xcucqssamlsso.htmlから入手可能
な『Quick Start Guide for SAML SSO in Cisco Unity Connection, Release 12.x』を参照してください。

SAML SSO機能では、次のサードパーティアプリケーションが必要です。

• Microsoft Windows Server 2008 R2 /Windows Server 2012。

• LDAPディレクトリ。
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• Identity Providerはエンドユーザを認証し、SAMLアサーションを返します。SAMLアサーションは、Yes（認証
成功）または No（認証失敗）の応答のいずれかを示します。エンドユーザがユーザ名とパスワードを入力する
と、ユーザの資格情報は Identity Providerで認証します。これにより、UnityConnectionサーバ上のWebアプリケー
ションにアクセスできます。サポートされる Identity Providersは以下のとおりです。

◦ ADFS（Active Directory Federated Services）バージョン 2.0および 3.0

◦ Ping Federateバージョン 6.10.0.4

◦ OpenAMバージョン 10.0.1

◦ Oracle Identity Managerバージョン 11.0

◦ F5 BIG-IP 11.6.0

• SAML SSO機能を Cisco Unity Connection Administrationから有効にするには、Unity Connectionに少なくとも 1人
の管理者権限を持つ LDAPユーザがいることを確認します。

Unity Connectionは SAML SSO機能に対して SAML 2.0プロトコルをサポート
します。

（注）

上記のサードパーティ製品は、以下の設定要件を満たす必要があります。

• ActiveDirectoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバおよびActiveDirectoryFederatedServices（ADFS）
は、Microsoftがサポートするすべてのハードウェア仮想環境にインストールできます。（シスコでは、Identity
Providerとして機能する DC/GCまたは ADFSに対して技術サポートを提供しません）。

• Identity Providerサーバは、Microsoft Windows 2008 R2またはWindows Server 2012にインストールされます。

•使用している Identity Providerは、Unity Connectionのようなすべてのクライアントシステムでネットワーク上の
ホスト名を使用してアクセス可能である必要があります。

• SAML SSOに参加するすべてのエンティティのクロックを同期させる必要があります。

サードパーティ製品の詳細については、上記製品のマニュアルを参照してください。

SAML SSOは、Unity Connectionの IPアドレスのみの設定でサポートされていないため、ドメ
インネームサーバ（DNS）が Unity Connectionで設定されていることを確認してください。

（注）

Unity Connection 12.xで現在サポートされるすべてのWebブラウザで、Webクライアントアプリケーションへの SAML
SSOアクセスが許可されます。

VPIM ネットワーキングの要件
Unity Connectionは、インターネットメール用の音声プロファイル（VPIM）バージョン 2をサポートします。VPIM
バージョン 2では、他のメッセージングシステムとの間でボイスメッセージとテキストメッセージの交換が可能で
す。
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VPIMネットワーキングを使用すると、Unity Connectionと次のメッセージングシステムとの間にメッセージネット
ワーキングを実現できます。

• Unity Connection 12.x、11.x、10.x、9.x、および 8.x。

• Cisco Unity 8.xおよび 7.x。

• Cisco Unity Express 3.2(1)以降。

• Cisco Unified Messaging Gateway 1.0(2)以降。

•インターネット RFC 3801の定義に従ってVPIMバージョン 2プロトコルをサポートするサードパーティ製ボイス
メッセージングシステム。

Cisco Business Editionの Unity Connectionで VPIMを使用する方法については、『Networking Guide for Cisco Unity
Connection, Release 12.x』の「VPIMNetworking」の章を参照してください。このドキュメントは、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/networking/guide/b_12xcucnetx.htmlにあります。

プロビジョニングアプリケーションを使用するための要件

サポートされているプロビジョニングアプリケーション：

• Unimax Second Natureバージョン 6.8 B0以降。

プロビジョニングソフトウェアに関してテクニカルサポートまたはトラブルシューティングが必要な場合には、その

製造元から適切な情報を取得する必要があります。シスコは、Unity Connectionアプリケーションに関するテクニカル
サポートだけを提供します。

Unity Connection 7.x からバージョン 12.x に移行するための要件
移行時には、ユーザデータ、およびボイスメッセージ（オプション）のみが保持されます。システムレベルのコンフィ

ギュレーションデータ（テンプレートやサービスクラスなど）は手動で設定する必要があります。

Unity Connection 12.xの要件は、Unity Connection 7.xの要件とは異なります。Cisco TACのサ
ポートを受けるには、システムがUnityConnection12.xの要件を満たしている必要があります。

注意

Unity Connectionバージョン 7.xから 12.xへの移行の要件を次に示します。

•このマニュアルに記載されている該当のすべての要件。

• Unity Connectionとの使用がサポートされていて、特にメモリおよびプロセッサ速度に関するUnityConnection 12.x
の仕様を満たしているサーバ（UnityConnection7.xで使用がサポートされているすべてのサーバが、UnityConnection
12.xで使用がサポートされているわけではありません）。個々のサーバの仕様など、サポートされるUnityConnection
サーバの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_
12xcucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』を参照してください。
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サポートされていないプラットフォームにバージョン 12.xをインストールしようとすると、
インストールプログラムの [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]ウィンドウにオ
プションとして Unity Connectionが表示されません。

注意

段階的移行を使用して Cisco Unity から Unity Connection バージョン 12.x
に移行するための要件

Unity Connectionの要件は、Cisco Unityの要件とは異なります。Cisco TACのサポートを受け
るには、システムが Unity Connection 12.xの要件を満たしている必要があります。

注意

Cisco Unityから Unity Connection 12.xにデータを段階的に移動して移行する要件を次に示します。

•このマニュアルに記載されている該当のすべての要件。

• 1台以上のサーバがバージョン 8.0(3)を実行していて、Unity Connectionへのゲートウェイとして動作している
Cisco Unityデジタルネットワーク。Cisco Unityデジタルネットワーク内の他のサーバは、バージョン 8.0(3)以
降、またはバージョン 7.0(2)（Engineering Special（ES）36以降）を実行している必要があります。

• Unity Connectionとの使用がサポートされていて、特にメモリおよびプロセッサ速度に関するUnityConnection 12.x
の仕様を満たしているサーバ（Cisco Unityとの併用がサポートされているすべてのサーバが、Unity Connectionと
の併用がサポートされているわけではありません）。個々のサーバの仕様など、サポートされる Unity Connection
サーバの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_
12xcucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』を参照してください。

サポートされていないプラットフォームにバージョン 12.xをインストールしようとすると、
インストールプログラムの [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]ウィンドウにオ
プションとして Unity Connectionが表示されません。

注意

回線交換電話システムとの統合では、ボイスカードはサポートされていません。

仮想マシンに Unity Connection をインストールするための要件
Unity Connectionがインストールされているのと同じ物理サーバに他の Cisco Unified Communicationsアプリケーション
をインストールする方法については、Unified Communications仮想化Wiki（http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-unity-connection.html）を参照してください。

• UnityConnectionを物理サーバで実行しており、UnityConnection 12.xへの移行を望んでいる場合、UnityConnection
12.xでは物理的Unity Connectionサーバの使用がサポートされないため、物理サーバから仮想サーバに移行する必
要があります。
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• UnityConnectionの仕様を満たし、仮想環境での使用がサポートされている物理ホスト。https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_12xcucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 12.x
Supported Platforms List』を参照してください。

• Unity Connection仮想マシンが実行されるホストサーバにインストールされた、VMware vSphere ESXiバージョン
5.0 Update 1、5.5、6.0、および 6.5の該当エディション。

ESXiバージョン 5.0Update 1、5.5、6.0、および 6.5へのアップデートがサポー
トされます。

（注）

• 300 GBと 500 GBの vDiskをサポートする VMware構成の場合：Unity Connection仮想マシンが配置されるデータ
ストアは、Unity Connection仮想マシンの仮想ハードディスクが意図したサイズになるように、十分な VMware
VMFSブロックサイズでフォーマットされている必要があります。たとえば、ブロックサイズが 1 MBの場合、
仮想ハードディスクのサイズは最大で 256 GBです。ブロックサイズが 2 MBになると、512 GBの仮想ディスク
を使用できます。

• Unity Connection 8.0(2)以降は、シスコ、HP、および IBM製の仕様に基づいたハードウェア上で実行できます。た
だし、いくつかの制約事項が適用されます。詳細については、
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/collaboration-virtualization-hardware.html
を参照してください。

• Unity Connectionが仮想アプライアンスとして実行されているサーバ上での入出力デバイスのサポートは、FCoE
アダプタと Cisco統合型ネットワークアダプタにまで拡張されています。詳細については、
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/collaboration-virtualization-hardware.html
を参照してください。

• Unity Connection 8.0(2)以降では、制限付きですが、FC、FCOE、iSCSI、およびNFS SAN環境がサポートされるよ
うになりました。詳細については、
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-collaboration-storage-design-requirements.html
を参照してください。

• Unity Connection用にサポートされている VMware機能のリストについては、
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-collaboration-storage-design-requirements.html
を参照してください。

• USBキーのアクセスはサポートされません。

•プロセッサおよびメモリのオーバーサブスクライブはサポートされません。

• VMware vSphere ESXi 5.1以前の場合は、1つ以上のプロセッサコアを VMware ESXiハイパーバイザ/スケジュー
ラで使用できる必要があります。

• VMware vSphere ESXi 5.5以降では、仮想マシンの遅延を軽減するために、遅延感度機能が搭載されています。遅
延感度の値を高く設定した場合は、ESXiハイパーバイザやスケジューラ用に未使用のプロセッサコアを確保する
必要はありません。

• UnityConnection仮想マシンに割り当てられた仮想ディスクはすべて、最高のストレージパフォーマンスを実現す
る independent-persistentモードに設定します。

•ネットワークタイムプロトコル（NTP）サーバは Unity Connectionサーバからアクセスできる必要があります。

31

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_12xcucspl.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_12xcucspl.html
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/collaboration-virtualization-hardware.html
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/collaboration-virtualization-hardware.html
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-collaboration-storage-design-requirements.html
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-collaboration-storage-design-requirements.html


• Unity Connectionクラスタを構成する場合、Unity Connectionを 1台の物理サーバと 1台の仮想マシンにインストー
ルすることも、2台の仮想マシンにインストールすることもできますが、2台の仮想マシンは別の物理ホストに存
在する必要があります。ブレードをホストに使用する場合、ブレードは別のシャーシに配置することを推奨しま

す。

• CPUでハイパースレッディング機能を使用できる場合は、論理コアを作成するためにその機能を有効にする必要
があります。ただし、論理コアは、論理コア対vcpuではなく、物理コア対vcpuの1:1のマッピングに基づくUnity
Connectionルールを変更しません。

Unity Connection のディレクトリオブジェクトの制限
この項では、ディレクトリオブジェクト制限をリストする 2つの表を示します。

表 5：Unity Connectionサーバのディレクトリオブジェクトの制限に、Unity Connectionサーバに作成できる特定のオブ
ジェクトの最大数を示します。これらのオブジェクトには、サーバで使用されているプラットフォームオーバーレイ

に関係なく、制限が課されます。

UnityConnectionサーバをリンクするためにレガシー（サイト内またはサイト間ネットワーキング）またはHTTPSネッ
トワーキングを使用する場合は、表 5：Unity Connectionサーバのディレクトリオブジェクトの制限の制限がサイトま
たは組織内の各 Unity Connectionサーバに適用されます。

表 7は、ネットワーク化された Unity Connectionサーバによって作成された仮想ディレクトリに適用されます。Unity
Connectionサーバがサイト内ネットワーキングを使用してネットワーク化されると、ロケーション間の複製により、各
ロケーションに格納されているユーザ、管理者定義の連絡先、システム同報リスト、パーティション、サーチスペー

ス、および VPIMロケーションに加えて、データとロケーション自体が含まれる仮想ディレクトリが作成されます。
サーバがサイト間ネットワーキングを使用してネットワーク化されると、個別サーバの仮想ディレクトリには、両サイ

ドのユーザに加えて、サーバが属するサイトにローカルな管理者定義の連絡先、システム同報リスト、パーティション

および両サイドのサーチスペース、およびローカルサイトの VPIMロケーションが含まれます。

表 6：HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限と表 7：HTTPS Unity Connectionネット
ワークのディレクトリオブジェクト制限は、HTTPSネットワーク内で接続された Unity Connectionサーバによって作
成された仮想ディレクトリに適用されます。UnityConnectionサーバがHTTPSネットワーキングを使用してリンクされ
ると、ロケーション間の複製により、各ロケーションに格納されているユーザ、管理者定義の連絡先、システム同報リ

スト、パーティション、サーチスペース、および VPIMロケーションに加えて、データとロケーション自体が含まれ
る仮想ディレクトリが作成されます。プラットフォームオーバーレイによって異なる他のオブジェクトのディレクト

リオブジェクトに関する制限については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/
supported_platforms/b_12xcucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』を参照してください。

表 5：Unity Connection サーバのディレクトリオブジェクトの制限

Unity Connection の制限ディレクトリオブジェクト

3.000サービスクラス

40,000コールハンドラ

1,200コールルーティング規則
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Unity Connection の制限ディレクトリオブジェクト

5メールボックスストア

2000サーチスペース

2000パーティション

100VPIMロケーション

表7の制限は、ネットワークが2つのロケーションのみから構成されているか、サポートされるロケーションの最大数
から構成されているかにかかわらず、サイト全体または Cisco Voicemail Organizationに適用されます。（たとえば、
Unity Connectionバージョン 12.xで個別のサーバプラットフォームが制限をサポートしている場合、1サイトに 10ロ
ケーションで 1ロケーションあたり 10,000 Unity Connectionユーザ、または 2サイトに 20ロケーションで 1ロケーショ
ンあたり 5,000 Unity Connectionユーザが上限です）。

表 6：HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限の制限は、ロケーションが 20,000ユー
ザをサポートする仮想プラットフォームオーバーレイを使用していると想定しており、ネットワーク全体に適用され

ます。

表 6：HTTPS Unity Connection ネットワークのディレクトリオブジェクト制限

Unity Connection の制限ディレクトリオブジェクト

25 2
接続ロケーション

100VPIMロケーション

100,000システム同報リスト

25,000システム同報リストあたりのメンバ

150万システム同報リスト全体の同報リストメンバ合計数

20同報リスト内にネストされたリスト

10,000*パーティション

2
HTTPSネットワークで接続できるUnity Connectionロケーションの制限は、表 7：HTTPS Unity Connectionネットワークのディレ
クトリオブジェクト制限に記載されているプラットフォームの仕様とは異なります。
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2000以上のサーチスペースとパーティションを1つのサイトで使用する場合、以下のアクティ
ビティが低速化します。

（注）

•システム管理のサーチスペースの検索が低速化します。

•サーチスペースの修正および保存は 6分以上かかる場合があります。

•サーチスペースの変更/保存/並べ替えはサイト全体で複製するのに最大 20分かかる場合
があります。

表 7：HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限は、各種のプラットフォームオーバー
レイでサポートされる HTTPSネットワーク内の特定のオブジェクトの最大数をリストしています。表に記載されてい
る制限は、ネットワーク内のすべてのUnity Connectionロケーションが同じプラットフォームオーバーレイであると想
定されるネットワークに適用されます。

表 7：HTTPS Unity Connection ネットワークのディレクトリオブジェクト制限

最大で 20,000 ユー
ザ対象の仮想プ

ラットフォーム

オーバーレイ

最大で 10,000 ユー
ザ対象の仮想プ

ラットフォーム

オーバーレイ

最大で 5,000 ユーザ
対象の仮想プラッ

トフォームオー

バーレイ

最大で

1,000 ユーザ対象の
最大 1,000 個
Users

2510103ネットワーク内の接続ロケー

ション

5331HTTPSリンク注

20,00010,00050001000UnityConnectionローカルユー
ザ

80,00040,00035,0009,000リモートユーザ

150,00030,00020,000-連絡先（管理者定義および

VPIM連絡先）
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ネットワーク内のスポークロケーションとして 1vCPUサーバを接続する必要があります。（注）

• 1vCPUサーバはネットワーク内でハブとして接続できません。

HTTPSネットワークでサポートされるUnity Connectionのロケーションの最大数は以下の条件
に基づいています。

• HTTPSネットワークの深さは 2番目のレベルまで到達可能。

•ネットワークで使用されるサーバは、同じ仮想プラットフォームオーバーレイのもの。

•各ロケーションでサポートされる HTTPSリンクは、表 7：HTTPS Unity Connectionネッ
トワークのディレクトリオブジェクト制限に記載されているのと同じもの。

•ネットワーク内で最大 25のロケーションに接続できる。

たとえば、2vCPUサーバでのみ作成された HTTPSネットワークおよび各ロケーションが最大 3つの HTTPSリンクを
サポートする場合、最大 10のロケーションをネットワーク内で接続できます。同様に、HTTPSネットワークでサポー
トされるUnity Connectionロケーションの数は、サーバによって使用される他の仮想プラットフォームオーバーレイに
対して計算されます。

HTTPSネットワークは、以下の考慮事項に基づいて、異なるプラットフォームオーバーレイ
の組み合わせで作成できます。

（注）

• HTTPSネットワークで接続可能なロケーション数は、ネットワーク内で使用される最上
部のプラットフォームオーバーレイによって決定されます。

•ディレクトリのサイズはネットワークで使用される最下部のプラットフォームオーバー
レイによって決定されます。

Unity Connection のコンポーネントで利用可能な言語

言語はライセンス制約されません。Unity Connectionでは、インストールして使用できる言語
の数に制限はありません。ただし、インストールする言語が増えると、ボイスメッセージを

保存するディスク空き容量が減ります。『Cisco Unity Connection 12.x Supported Platforms List』
（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_platforms/b_
12xcucspl.html）の、各サーバで利用できるストレージの分数に関する情報は、5つ以下の言語
しかインストールしていないことを前提としています。

（注）

ここでは、Unity Connectionコンポーネントで利用可能な言語を示します。

Cisco Personal Communications Assistant（PCA）
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アラビア語（サウジアラビア）、カタロニア語、中国語（香港）、中国語（中国）、中国語（台湾）、チェコ語、デン

マーク語、オランダ語（オランダ）、英語（アメリカ）、フィンランド語、フランス語（カナダ）、フランス語（フラ

ンス）、ドイツ語、ギリシャ語、ヘブライ語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国語、ノルウェー語、ポーラン

ド語、ポルトガル語（ブラジル）、ポルトガル語（ヨーロッパ）、ロシア語、スペイン語（ラテンアメリカ）、スペイ

ン語（スペイン）、スウェーデン語、トルコ語

Cisco Personal Communications Assistant（PCA）ヘルプ

アラビア（サウジアラビア）、中国語（中国）、中国語（台湾）、チェコ語、デンマーク語、オランダ語（オランダ）、

英語（アメリカ）、フランス語（カナダ）、フランス語（フランス）、ドイツ語、ハンガリー語、イタリア語、日本

語、韓国語、ポーランド語、ポルトガル語（ブラジル）、ロシア語、スペイン語（ラテンアメリカ）、スペイン語（ス

ペイン）、スウェーデン語、トルコ語

Cisco Unity Connectionの管理

英語（アメリカ）、日本語

Cisco Unity Connection Administrationヘルプ

英語（アメリカ）

Cisco ViewMail for Microsoft Outlook 8.5以降

アラビア語（サウジアラビア）、カタロニア語、中国語（香港）、中国語（中国）、中国語（台湾）、チェコ語、デン

マーク語、オランダ語（オランダ）、フィンランド語、フランス語（カナダ）、フランス語（フランス）、ドイツ語、

ギリシャ語、ヘブライ語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国語、ノルウェー語、ポーランド語、ポルトガル語

（ブラジル）、ポルトガル語（ヨーロッパ）、ロシア語、スペイン語（ラテンアメリカ）、スペイン語（スペイン）、

スウェーデン語、トルコ語

Cisco Unity Connection Web Inbox

カタロニア語、中国語（香港）、中国語（中国）、中国語（台湾）、チェコ語、デンマーク語、オランダ語（オラン

ダ）、英語（アメリカ）、フィンランド語、フランス語（カナダ）、フランス語（フランス）、ドイツ語、ギリシャ

語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国語、ノルウェー語、ポーランド語、ポルトガル語（ブラジル）、ポルト

ガル語（ヨーロッパ）、ロシア語、スペイン語（ラテンアメリカ）、スペイン語（スペイン）、スウェーデン語、トル

コ語

Cisco Unity Connection Mini Web Inbox

英語（アメリカ）

音声合成エンジン

アラビア語（サウジアラビア）、中国語（中国）、カタロニア語、中国語（香港）、中国語（台湾）、チェコ語、デン

マーク語、オランダ語（オランダ）、英語（オーストラリア）、英語（アメリカ）、英語（イギリス）、フィンランド

語、フランス語（カナダ）、フランス語（フランス）、ドイツ語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国語、ノル

ウェー語、ポーランド語、ポルトガル語（ブラジル）、ポルトガル語（ヨーロッパ）、ロシア語、スペイン語（ラテン

アメリカ）、スペイン語（スペイン）、スウェーデン語、トルコ語

Cisco SpeechView用の文字変換サービス

英語（オーストラリア）、英語（アメリカ）、英語（イギリス）、フランス語（カナダ）、フランス語（フランス）、

ドイツ語、イタリア語、ポルトガル語（ブラジル）、スペイン語（ラテンアメリカ）、スペイン語（スペイン）

音声認識エンジン

英語（アメリカ）
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管理者/インストール担当者向け製品マニュアル

英語（アメリカ）、日本語

エンドユーザ向け製品マニュアル

中国語（中国）、中国語（台湾）、デンマーク語、オランダ語（オランダ）、英語（アメリカ）、フランス語（フラン

ス）、ドイツ語、イタリア語、日本語、韓国語、ポルトガル語（ブラジル）、ロシア語、スペイン語（ラテンアメリ

カ）、スペイン語（スペイン）、スウェーデン語

5言語のCiscoUnity Connectionユーザガイドの翻訳版が、http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/tsd_products_support_
translated_end_user_guides_list.htmlから入手できます。

サポートされる言語の数値コードとアルファベットコード

一括管理ツールおよび CSVファイルを使用してユーザを作成または更新するときは、表 8：Unity Connectionでサポー
トされている言語のコードの数値コードを使用します。各ユーザの言語列に該当する 4桁または 5桁の数値コードを
入力します。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/administration/guide/b_
12xcucsag.htmlで、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection, Release 12.x』の「Bulk Administration Tool」
の章を参照してください。

言語関連のログエントリおよびエラーコードを解釈するには、英字コードを使用します。

表 8：Unity Connection でサポートされている言語のコード

英字コード数値コード言語

ARA1025アラビア語（サウジアラビア）

CAT1027カタロニア語

ZHH3076中国語（香港）

CHS2052中国語（中国）

CHT1028中国語（台湾）

CSY1029チェコ語

DAN1030デンマーク語

NLD1043オランダ語（オランダ）

ENA3081英語（オーストラリア）

ENG2057英語（イギリス）

ENU1033英語（アメリカ）
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英字コード数値コード言語

ENX33801英語 TTY/TDD（アメリカ）

FIN1035フィンランド語

FRC3084フランス語（カナダ）

FRA1036フランス語（フランス）

DEU1031ドイツ語

ELL1032ギリシャ語

HEB1037ヘブライ語

HUN1038ハンガリー語

ITA1040イタリア語

JPN1041日本語

KOR1042韓国語

NOR1044ノルウェー語

PLK1045ポーランド語

PTB1046ポルトガル語（ブラジル）

PTG2070ポルトガル語（ヨーロッパ）

RUS1049ロシア語

ESO9226スペイン語（ラテンアメリカ）

ESP1034スペイン語（スペイン）

SVE1053スウェーデン語

TRK1055トルコ語

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries.To
view a list of Cisco trademarks, go to this URL: http://www.cisco.com/go/trademarks.Third-party trademarks mentioned are the
property of their respective owners.The use of the word partner does not imply a partnership relationship between Cisco and any
other company.(1110R)
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このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありま
せん。マニュアル内の例、コマンド出力、ネットワークトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使

用されています。説明の中に実際のアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意図的なものではな

く、偶然の一致によるものです。
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